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表〔研究開発内容と育てたい資質・能力との関連～例：理数科における課題研究を充実させる協働・共創プラン～〕

 

（３）理数科・普通科共通の取組～ 

ア 学校行事やＨＲ活動を活用し、課題研究に必要な基礎力を培う取組 

 持続可能な社会を築く科学技術系人材に必要な資質・能力 
〔 ①考え抜く力  ②協働する力  ③生き抜く力 〕 

考え抜く力 協働する

力 

生き抜く

力 

  

 

上記 3 つの力を身に付けるための具体的な 8 つの力 

１
言
語
を
活
用
す
る
力 

２
知
識
・ 

情
報
を
活
用
す
る
力 

３
課
題
を
見
出
す
力 

４
課
題
を
解
決
す
る
力 

５
議
論
す
る
力 

６
他
者
と
協
働
す
る
力 

７
自
ら
振
り
返
り
自
己
変
容
さ
せ
る
力 

８
挑
戦
す
る
力 

具体的な活動事業内容 段階 領域 

３
カ
年
の
課
題
研
究
協
働
・
共
創
プ
ラ
ン
�
理
数
科
� 

活動毎の振り返りシート・活動日誌 基礎 全 ◎      ◎ ○ 

宿泊研修班討議トレーニング 基礎 行事 ○    ◎ ○ ◎ ○ 

新聞記事一言リレー 基礎 SHR ◎ ◎ ○    ○ ○ 

研究手法演習（文献調査等） 基礎 FSⅠ ○ ◎ ○     ○ 

問題解決演習 応用 FSⅠ ○ ○  ◎  ○  ○ 

学校祭クラス討議（実践） 実践 LHR ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 

探究の基礎～実験・観察基礎 基礎 理科 ○ ◎ ○ ◎    ○ 

探究の基礎～論理・文章作成 基礎 現文 ◎ ○      ○ 

探究の基礎～統計基礎 基礎 理数 ○ ◎      ○ 

探究の基礎～ミニ課題研究 応用 理科 ○ ○ ○ ◎    ○ 

プレゼン・コミュニケーション演習 応用 FSⅠ ◎    ○  ◎ ◎ 

フィールド巡検環境調査実習 実践 LSA ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 

研究開発演習（植松電機協働プログラム） 実践 FSⅠ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ 

課題研究テーマに出会う朝読書月間 応用 SHR ◎ ○ ○    ○ ○ 

課題研究 実践 FSⅡⅢ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

産学･地域連携で取り組む高度課題研究 発展 FSⅡⅢ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

３つ

の力
1 2 3 4 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

読む 資料を読むとき言葉の意味を確認し

ながら読むことができる。段落の意味

を理解しながら読むことができる

図表にも着目し疑問を持ちながら読

むことができる

内容を要約したり、具体化や概念化

を意識して読むことができる

複数の資料を読んで比較しながら読

むことができる
◎ 〇

聞く 話の内容を正しく聞くことができる。 事実と意見の区別を明確に話の内容

を聞くことができる。

意見であれば根拠を確認しながら聞

くことができる　批判的思考、疑問を

持ちながら聞くことができる。

話の要点をまとめながら聞くことがで

きる　疑問点を明確に聞くことができ

る（質問ができる）
◎ ◎ 〇

書く 活動のふり返りで、自分の感想や意

見など文章にまとめることができる

活動内容について概要（どのような

活動をして何を学び何を考えたか）を

レポートにまとめることができる

研究内容について概要をレポートに

まとめることができる

研究内容について論拠や文献などを

示しながら、考察した結果を論文にま

とめることができる。
◎ ◎ ◎ 〇

話す はっきりと大きな声で聴衆に聞こえる

ように話す　　　（原稿を読まない）

聴衆を見ながら強調すべき所は強調

しながら話すことができる

表情、身振りも含め伝わるように話

すことができる

対話をするように聴衆の状況に合わ

せて話し方を工夫しながら話すことが

できる
◎ ◎

2 テーマに必要な情報を書籍・インター

ネット・取材・調査を通して収集するこ

とができる。

テーマに必要な情報を書籍・インター

ネット・取材・調査を通して収集し、整

理することができる。

テーマに必要な情報を書籍・インター

ネット・取材・調査を通して収集・整理

し分析することができる。

収集した情報を他の情報（既習事項

等）と関連づけることができる。収集

した情報から新知見を見いだすこと

ができる。

〇 ◎ ◎

3 興味関心を持ち、テーマから「疑問

点」を見つけることができる

問題意識を持ち、テーマから「問い」

を考えることができる

資料に基づいて、解決すべき課題を

見つけ出すことができる。

探求や課題解決の成果から新たな

「問い」を見出すことができる。
◎ 〇 ◎ ◎

4 立てた問いに対して複数の答えを予

想できる

問題の原因を分析し、仮説を立てる

ことができる

仮説を検証し、結論の見通しを立てる

ことができる

考察した結果を発表し、他者に働きか

けることができる（提言、共有）
〇 ◎ ◎

5 自分の意見を他者に伝えることがで

きる

他者の意見を理解して、自分の考え

を客観的に見直すことができる。

自分の意見を、論拠を元に主張し、他

者の理解を得ることができる。

・議論を論理的に展開することができ

る。
◎ ◎

6 集団の中で協働する意識を持ち、集

団における目的を理解し目標意識を

共有することができる。

集団の中で他者を尊重し、互いの理

解を深め、集団の一員として自己の

役割を果たすことができる。

集団の中でより積極的なコミュニケー

ションを図りながら協働意識と目標意

識をより高めていくことができる

集団の中で互いの不足を補い合い、

強みを活かしながら連携してより高次

の成果を上げることができる
◎ 〇 〇

7 活動に対する他者評価をもとに自己

評価ができる

ポートフォリオを活用して自己の活動

をふり返り、具体的に反省・評価する

ことができる

具体的な反省・評価から自分が取り

組むべき課題について理解する

自己のふり返りから主体的な自己変

容につなげることができる
◎ ◎ 〇

8 与えられた課題に対して積極的に取

り組むことができる。

明確な目標意識を持ち、目標達成の

ための課題の解決に主体的に取り組

むことができる

目標を達成するという強い意志をも

ち、困難な課題に対して、粘り強く挑

戦することができる

目標を達成するという強い意志をも

ち、大きな困難に遭っても、あらゆる

手段を工夫して、何度も挑戦すること

ができる

〇 〇 ◎ ◎ ◎

８つの力

考

え

抜

く
力

協
働

す

る

力

生
き

抜

く

力

課題を解決す
る力

議論する力

他者と協働す
る力

自ら振り返り
自己変容させ
る力

挑戦する力

滝川高校SSHで育成する資質・能力基本ルーブリック〔総合探究・ＦＳ／課題研究〕

言語を
活用す
る力

1

知識・情報を
活用する力

課題を見出す
力
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表〔研究開発内容と育てたい資質・能力との関連～例：理数科における課題研究を充実させる協働・共創プラン～〕

 

（３）理数科・普通科共通の取組～ 

ア 学校行事やＨＲ活動を活用し、課題研究に必要な基礎力を培う取組 

 持続可能な社会を築く科学技術系人材に必要な資質・能力 
〔 ①考え抜く力  ②協働する力  ③生き抜く力 〕 

考え抜く力 協働する

力 

生き抜く

力 

  

 

上記 3 つの力を身に付けるための具体的な 8 つの力 

１
言
語
を
活
用
す
る
力 

２
知
識
・ 

情
報
を
活
用
す
る
力 

３
課
題
を
見
出
す
力 

４
課
題
を
解
決
す
る
力 

５
議
論
す
る
力 

６
他
者
と
協
働
す
る
力 

７
自
ら
振
り
返
り
自
己
変
容
さ
せ
る
力 

８
挑
戦
す
る
力 

具体的な活動事業内容 段階 領域 

３
カ
年
の
課
題
研
究
協
働
・
共
創
プ
ラ
ン
�
理
数
科
� 

活動毎の振り返りシート・活動日誌 基礎 全 ◎      ◎ ○ 

宿泊研修班討議トレーニング 基礎 行事 ○    ◎ ○ ◎ ○ 

新聞記事一言リレー 基礎 SHR ◎ ◎ ○    ○ ○ 

研究手法演習（文献調査等） 基礎 FSⅠ ○ ◎ ○     ○ 

問題解決演習 応用 FSⅠ ○ ○  ◎  ○  ○ 

学校祭クラス討議（実践） 実践 LHR ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 

探究の基礎～実験・観察基礎 基礎 理科 ○ ◎ ○ ◎    ○ 

探究の基礎～論理・文章作成 基礎 現文 ◎ ○      ○ 

探究の基礎～統計基礎 基礎 理数 ○ ◎      ○ 

探究の基礎～ミニ課題研究 応用 理科 ○ ○ ○ ◎    ○ 

プレゼン・コミュニケーション演習 応用 FSⅠ ◎    ○  ◎ ◎ 

フィールド巡検環境調査実習 実践 LSA ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 

研究開発演習（植松電機協働プログラム） 実践 FSⅠ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ 

課題研究テーマに出会う朝読書月間 応用 SHR ◎ ○ ○    ○ ○ 

課題研究 実践 FSⅡⅢ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

産学･地域連携で取り組む高度課題研究 発展 FSⅡⅢ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

３つ

の力
1 2 3 4 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

読む 資料を読むとき言葉の意味を確認し

ながら読むことができる。段落の意味

を理解しながら読むことができる

図表にも着目し疑問を持ちながら読

むことができる

内容を要約したり、具体化や概念化

を意識して読むことができる

複数の資料を読んで比較しながら読

むことができる
◎ 〇

聞く 話の内容を正しく聞くことができる。 事実と意見の区別を明確に話の内容

を聞くことができる。

意見であれば根拠を確認しながら聞

くことができる　批判的思考、疑問を

持ちながら聞くことができる。

話の要点をまとめながら聞くことがで

きる　疑問点を明確に聞くことができ

る（質問ができる）
◎ ◎ 〇

書く 活動のふり返りで、自分の感想や意

見など文章にまとめることができる

活動内容について概要（どのような

活動をして何を学び何を考えたか）を

レポートにまとめることができる

研究内容について概要をレポートに

まとめることができる

研究内容について論拠や文献などを

示しながら、考察した結果を論文にま

とめることができる。
◎ ◎ ◎ 〇

話す はっきりと大きな声で聴衆に聞こえる

ように話す　　　（原稿を読まない）

聴衆を見ながら強調すべき所は強調

しながら話すことができる

表情、身振りも含め伝わるように話

すことができる

対話をするように聴衆の状況に合わ

せて話し方を工夫しながら話すことが

できる
◎ ◎

2 テーマに必要な情報を書籍・インター

ネット・取材・調査を通して収集するこ

とができる。

テーマに必要な情報を書籍・インター

ネット・取材・調査を通して収集し、整

理することができる。

テーマに必要な情報を書籍・インター

ネット・取材・調査を通して収集・整理

し分析することができる。

収集した情報を他の情報（既習事項

等）と関連づけることができる。収集

した情報から新知見を見いだすこと

ができる。

〇 ◎ ◎

3 興味関心を持ち、テーマから「疑問

点」を見つけることができる

問題意識を持ち、テーマから「問い」

を考えることができる

資料に基づいて、解決すべき課題を

見つけ出すことができる。

探求や課題解決の成果から新たな

「問い」を見出すことができる。
◎ 〇 ◎ ◎

4 立てた問いに対して複数の答えを予

想できる

問題の原因を分析し、仮説を立てる

ことができる

仮説を検証し、結論の見通しを立てる

ことができる

考察した結果を発表し、他者に働きか

けることができる（提言、共有）
〇 ◎ ◎

5 自分の意見を他者に伝えることがで

きる

他者の意見を理解して、自分の考え

を客観的に見直すことができる。

自分の意見を、論拠を元に主張し、他

者の理解を得ることができる。

・議論を論理的に展開することができ

る。
◎ ◎

6 集団の中で協働する意識を持ち、集

団における目的を理解し目標意識を

共有することができる。

集団の中で他者を尊重し、互いの理

解を深め、集団の一員として自己の

役割を果たすことができる。

集団の中でより積極的なコミュニケー

ションを図りながら協働意識と目標意

識をより高めていくことができる

集団の中で互いの不足を補い合い、

強みを活かしながら連携してより高次

の成果を上げることができる
◎ 〇 〇

7 活動に対する他者評価をもとに自己

評価ができる

ポートフォリオを活用して自己の活動

をふり返り、具体的に反省・評価する

ことができる

具体的な反省・評価から自分が取り

組むべき課題について理解する

自己のふり返りから主体的な自己変

容につなげることができる
◎ ◎ 〇

8 与えられた課題に対して積極的に取

り組むことができる。

明確な目標意識を持ち、目標達成の

ための課題の解決に主体的に取り組

むことができる

目標を達成するという強い意志をも

ち、困難な課題に対して、粘り強く挑

戦することができる

目標を達成するという強い意志をも

ち、大きな困難に遭っても、あらゆる

手段を工夫して、何度も挑戦すること

ができる

〇 〇 ◎ ◎ ◎

８つの力

考

え

抜

く
力

協
働

す

る

力

生
き

抜

く

力

課題を解決す
る力

議論する力

他者と協働す
る力

自ら振り返り
自己変容させ
る力

挑戦する力

滝川高校SSHで育成する資質・能力基本ルーブリック〔総合探究・ＦＳ／課題研究〕

言語を
活用す
る力

1

知識・情報を
活用する力

課題を見出す
力
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表〔研究開発内容と育てたい資質・能力との関連～例：理数科における課題研究を充実させる協働・共創プラン～〕

 

（３）理数科・普通科共通の取組～ 

ア 学校行事やＨＲ活動を活用し、課題研究に必要な基礎力を培う取組 

 持続可能な社会を築く科学技術系人材に必要な資質・能力 
〔 ①考え抜く力  ②協働する力  ③生き抜く力 〕 

考え抜く力 協働する

力 

生き抜く

力 

  

 

上記 3 つの力を身に付けるための具体的な 8 つの力 

１
言
語
を
活
用
す
る
力 

２
知
識
・ 

情
報
を
活
用
す
る
力 

３
課
題
を
見
出
す
力 

４
課
題
を
解
決
す
る
力 

５
議
論
す
る
力 

６
他
者
と
協
働
す
る
力 

７
自
ら
振
り
返
り
自
己
変
容
さ
せ
る
力 

８
挑
戦
す
る
力 

具体的な活動事業内容 段階 領域 

３
カ
年
の
課
題
研
究
協
働
・
共
創
プ
ラ
ン
�
理
数
科
� 

活動毎の振り返りシート・活動日誌 基礎 全 ◎      ◎ ○ 

宿泊研修班討議トレーニング 基礎 行事 ○    ◎ ○ ◎ ○ 

新聞記事一言リレー 基礎 SHR ◎ ◎ ○    ○ ○ 

研究手法演習（文献調査等） 基礎 FSⅠ ○ ◎ ○     ○ 

問題解決演習 応用 FSⅠ ○ ○  ◎  ○  ○ 

学校祭クラス討議（実践） 実践 LHR ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ 

探究の基礎～実験・観察基礎 基礎 理科 ○ ◎ ○ ◎    ○ 

探究の基礎～論理・文章作成 基礎 現文 ◎ ○      ○ 

探究の基礎～統計基礎 基礎 理数 ○ ◎      ○ 

探究の基礎～ミニ課題研究 応用 理科 ○ ○ ○ ◎    ○ 

プレゼン・コミュニケーション演習 応用 FSⅠ ◎    ○  ◎ ◎ 

フィールド巡検環境調査実習 実践 LSA ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ 

研究開発演習（植松電機協働プログラム） 実践 FSⅠ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ 

課題研究テーマに出会う朝読書月間 応用 SHR ◎ ○ ○    ○ ○ 

課題研究 実践 FSⅡⅢ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

産学･地域連携で取り組む高度課題研究 発展 FSⅡⅢ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ 

３つ

の力
1 2 3 4 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

読む 資料を読むとき言葉の意味を確認し

ながら読むことができる。段落の意味

を理解しながら読むことができる

図表にも着目し疑問を持ちながら読

むことができる

内容を要約したり、具体化や概念化

を意識して読むことができる

複数の資料を読んで比較しながら読

むことができる
◎ 〇

聞く 話の内容を正しく聞くことができる。 事実と意見の区別を明確に話の内容

を聞くことができる。

意見であれば根拠を確認しながら聞

くことができる　批判的思考、疑問を

持ちながら聞くことができる。

話の要点をまとめながら聞くことがで

きる　疑問点を明確に聞くことができ

る（質問ができる）
◎ ◎ 〇

書く 活動のふり返りで、自分の感想や意

見など文章にまとめることができる

活動内容について概要（どのような

活動をして何を学び何を考えたか）を

レポートにまとめることができる

研究内容について概要をレポートに

まとめることができる

研究内容について論拠や文献などを

示しながら、考察した結果を論文にま

とめることができる。
◎ ◎ ◎ 〇

話す はっきりと大きな声で聴衆に聞こえる

ように話す　　　（原稿を読まない）

聴衆を見ながら強調すべき所は強調

しながら話すことができる

表情、身振りも含め伝わるように話

すことができる

対話をするように聴衆の状況に合わ

せて話し方を工夫しながら話すことが

できる
◎ ◎

2 テーマに必要な情報を書籍・インター

ネット・取材・調査を通して収集するこ

とができる。

テーマに必要な情報を書籍・インター

ネット・取材・調査を通して収集し、整

理することができる。

テーマに必要な情報を書籍・インター

ネット・取材・調査を通して収集・整理

し分析することができる。

収集した情報を他の情報（既習事項

等）と関連づけることができる。収集

した情報から新知見を見いだすこと

ができる。

〇 ◎ ◎

3 興味関心を持ち、テーマから「疑問

点」を見つけることができる

問題意識を持ち、テーマから「問い」

を考えることができる

資料に基づいて、解決すべき課題を

見つけ出すことができる。

探求や課題解決の成果から新たな

「問い」を見出すことができる。
◎ 〇 ◎ ◎

4 立てた問いに対して複数の答えを予

想できる

問題の原因を分析し、仮説を立てる

ことができる

仮説を検証し、結論の見通しを立てる

ことができる

考察した結果を発表し、他者に働きか

けることができる（提言、共有）
〇 ◎ ◎

5 自分の意見を他者に伝えることがで

きる

他者の意見を理解して、自分の考え

を客観的に見直すことができる。

自分の意見を、論拠を元に主張し、他

者の理解を得ることができる。

・議論を論理的に展開することができ

る。
◎ ◎

6 集団の中で協働する意識を持ち、集

団における目的を理解し目標意識を

共有することができる。

集団の中で他者を尊重し、互いの理

解を深め、集団の一員として自己の

役割を果たすことができる。

集団の中でより積極的なコミュニケー

ションを図りながら協働意識と目標意

識をより高めていくことができる

集団の中で互いの不足を補い合い、

強みを活かしながら連携してより高次

の成果を上げることができる
◎ 〇 〇

7 活動に対する他者評価をもとに自己

評価ができる

ポートフォリオを活用して自己の活動

をふり返り、具体的に反省・評価する

ことができる

具体的な反省・評価から自分が取り

組むべき課題について理解する

自己のふり返りから主体的な自己変

容につなげることができる
◎ ◎ 〇

8 与えられた課題に対して積極的に取

り組むことができる。

明確な目標意識を持ち、目標達成の

ための課題の解決に主体的に取り組

むことができる

目標を達成するという強い意志をも

ち、困難な課題に対して、粘り強く挑

戦することができる

目標を達成するという強い意志をも

ち、大きな困難に遭っても、あらゆる

手段を工夫して、何度も挑戦すること

ができる

〇 〇 ◎ ◎ ◎

８つの力

考

え

抜

く
力

協
働

す

る

力

生
き

抜

く

力

課題を解決す
る力

議論する力

他者と協働す
る力

自ら振り返り
自己変容させ
る力

挑戦する力

滝川高校SSHで育成する資質・能力基本ルーブリック〔総合探究・ＦＳ／課題研究〕

言語を
活用す
る力

1

知識・情報を
活用する力

課題を見出す
力
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